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なのである［Altpeter, Schopler, Galinsky & Pennell, 1999］。したがって、当
事者である研究対象者自身の視点や文脈における結果の理解や考察が可能と































岡，1988 ; Sarri & Sarri, 1992 a］。つまり、理論の構築よりも、コミュニテ
ィの社会的あるいは政治的問題に焦点をあて、社会変革のためのアクション














































































には multi-cultural research または culturally relevant research と呼ばれること
もある。
一方、社会開発の分野では専門家のトップダウン式の開発支援に対する批
判から、1970年代以降住民を主体とした手法として RRA（Rapid Rural Ap-











（Participatory Rural Appraisal＝住民参加型農村開発査定）、そして 1990年代
後半の PLA（Participatory Action & Learning＝参加型学習と行動）へと発展






















主な革新の内容 手法 行動様式 行動様式






































1997），p. 274，表 6−1及び Phuyal, Kamal, 2004，“A Brief Introduction to Par-




4. 1. 1 RRA

























4. 1. 2 PRA
当事者からの情報収集の手法としての意味合いが強い RRA に対して、
PRA は 1980年代後半から 1990年代前半にかけて、RRA をベースとして当
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事者と外部専門家のパートナーシップにより重点を置いた調査手法として、
種々の NGO の参画によって開発された。RRA が大学の研究者・専門家に
よって開発された調査法であるのに対して、PRA は現場の NGO 関係者に































4. 2 PLA の概要
ここまで社会開発の分野における参加型リサーチの発展の過程を振り返っ
てきたが、ここで今一度 PLA の概要を整理しておく。PLA とは、人々が自
分たちの生活や状況についての知識を共有し、高め、分析し、計画し、行動
し、モニターし、評価できるような一連のアプローチ、手法、行動様式、態
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図 3 PLA のプロジェクト・サイクル











































ことである［Altpeter et al., 1999 ; Yeich, 1996］。そのためには、単にこれま
での研究者主体のリサーチのように「情報提供」だけの「参加」では不十分
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を通して、仲間とつながり、多くの団体と連携を組むことによって、さらに
こうした活動は強化され、持続されるのである［Hall, 1981, 1994］。




























5. 1 PLA ツールの基本的な考え方






















5. 1. 3 細かいことに拘り過ぎない
PLA では、必要以上に厳密なデータ収集や分析を求めず、目的にそって
情報の精度を決定していく［宗像，2000］。当事者のリアリティに応じてエ
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ンパワーメントを目指すので、科学的かどうか客観的かどうかに捉われず、
現実をより的確に反映する情報が重要視される。
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う、匂う、触れる）を十分に活用しながら対象地域を計画的に歩き、住民と
一緒に地域の「良いところ」、「資源」、「可能性」、「土着の知識、知恵、技
















































PAPA（Participatory Appreciative Planning Approach）チャート
出所：「PLA や PHAST 等、住民参加型アプローチを使用したプランニング研
修」，2004，『2004年度国際協力機構バックアッププログラム報告書（ブル
キナファソ）』，p. 24の図 6−13および宗像朗，2000，「PLA の基本的な考え
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の相互理解を助長する。



































































い仕事道具 × 仕事道具 健康 教育 降水 経済 仕事道具
耕作可能な
土地が不十分 × × 健康 教育 降水 経済 土地
健康問題 × × × 健康 健康 健康 健康
子どもの教育
問題 × × × × 降水 経済 教育
降水の状態が
良くない × × × × × 降水 降水
経済的問題 × × × × × × 経済
乾季の副業が
ない × × × × × × ×



































5. 2. 6 PAPA（Participatory Appreciative Planning Approach）チャート
参加型アプローチによる行動計画の手法の一つに PAPA がある。PAPA























































表 5 PAPA による行動計画表（学校におけるトイレ設置）の例













































































住民会議や地域活動の設立［Sarri & Sarri, 1992 a, 1992 b］や地域の健康、疾
病予防、安全と協力的環境、健康的な生活スタイル、医療サービスの改善の








































い。ここでは、参加型リサーチの限界［Altpeter et al., 1999；宗像，2001］




































急性などを考慮して決定されるべきである［Alvarez & Gutierrez, 2001 ;
Gutierrez, 2003］。最後に、参加型リサーチを活用する際の基準を紹介するこ
とによって、本稿を締めくくる。
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には不可欠となってくる。
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■Abstract
Conducting a study of Social Research for the Enhancement of Human Well-
Being requires social research with practical applicability that focuses on “science
for the sake of people and society” rather than “science for the sake of science.”
At the same time, it is essential that social research aimed at “human well-being”
strives toward the empowerment of socially oppressed minority communities. This
article ultimately aims to empower minority communities by providing a new di-
mension to minority research, and examines the possibility of conducting partici-
patory research, a new method of social research that focuses less on the construc-
tion of knowledge than on practical applications and action, in this field. Participa-
tory research, by shifting the paradigm from researcher-led research to participant-
led research, prevents the kinds of negative categorizations that plague existing
minority studies and contribute to the empowerment of minorities. This study fo-
cuses on Participatory Learning & Action (PLA), a type of participatory research
developed specifically for the field of social development, and cites examples to
introduce the process by which this approach was developed, an overview of the
approach, its methods and processes, and the actual implementation of PLA tools.
In doing so, it seeks potential ways for shifting the paradigm in minority studies
from research to action.
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